
▼
大
谷
仁
兵
衛
（
お
お
た
に
に

へ
い
）
氏
は
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
年
）
近
江
高
島
郡
三
谷

村
（
現
滋
賀
県
高
島
市
今
津
町

椋
川
）
に
栗
田
長
五
郎
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名

を
捨
吉
と
言
い
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
年
）
、
京
都
の
出

版
書
店
『
大
谷
屋
』
に
奉
公
に

出
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五

年
）
才
覚
と
人
物
を
認
め
ら
れ

大
谷
家
に
入
籍
し
、
名
を
大
谷

仁
兵
衛
と
改
め
ま
し
た
。
明
治

三
十
五
年
（
一
九
◯
二
年
）
に

は
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た

『
帝
国
地
方
行
政
学
会
』
（
現

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
）
を
継

承
し
、
同
社
で
我
が
国
で
初
の

加
除
式
法
規
集
を
発
案
し
『
法

規
全
書
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

7

････

（
略
）････

」

　

校
舎
と
不
老
閣
の
新
築
竣
工
式
は
、
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
十
二
月
十
三
日
に

執
行
さ
れ
、
高
島
郡
長
を
は
じ
め
郡
会
議
員

等
の
多
数
の
来
賓
を
招
い
て
、
洋
風
・
上
下

水
道
完
備
の
新
校
舎
が
披
露
さ
れ
た
。････

十
三
万
余
円
の
巨
費
を
投
じ
て
前
後
三
年

に
及
ん
で
竣
工
し
た
分
教
場
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
銅
板
葺
き
と
い
う
滋
賀
県
下

に
ま
っ
た
く
例
を
見
な
い
洋
館
建
て
で
あ
っ

た
。････

　

洋
風
校
舎
を
新
築
す
る
決
断
を
下
し
た

大
谷
氏
に
は
「
教
育
の
成
果
を
期
す
る
に

は
よ
き
教
員
を
得
る
に
如
か
ず
」
と
い
う

深
謀
が
あ
っ
て
、
校
地
続
き
の
一
段
高
い
展

望
の
佳
い
所
に
、
堂
々
た
る
和
風
の
教
員

住
宅
も
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
谷
氏
は

「
漢
学
」
を
愛
し
、
老
子
の
谷・

・

・

・

神
不
老
の

語
に
惹
か
れ
て
、
椋
川
校
の
敷
地
一
帯
を

財・

・

・

・

・

・

・

団
法
人
不
老
會
の
所
有
地
と
登
記
し
て
そ

の
事
務
所
を
椋
川
校
の
教
員
住
宅
の
棟
続
き

に
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

丘
に
上
る
凡
そ

三
百
メ
ー
ト
ル

の
道
路
に
架
か

る
橋
に
は
、

不・

・

・
老
橋
の
銘
版

を
は
め
込
ん

で
、
谷
神
不
老

の
信
條
を
吐
露

し
た
の
で
あ

る
。
』

そ
の
後
『
内
外
出
版
会
』
・
『
東
西
医
学

社
』
・
『
帝
国
法
規
出
版
』 

な
ど
を
創
立
。

ま
た
印
刷
技
師
で
あ
っ
た
杉
本
京
太
に
資
金

支
援
を
行
い
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
開
発

さ
れ
る
と
、
翌
年
特
許
を
取
得
の
上
、
大
正

六
年
（
一
九
一
七
年
）
自
ら
社
長
と
な
り
資

本
金
三
十
万
円
で
東
京
市
京
橋
区
（
現
東
京

都
中
央
区
京
橋
）
に
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

株
式
会
社
（
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）

キ
ヤ
ノ
ン
が
資
本
参
加
。
現
キ
ヤ
ノ
ン
・
エ

ヌ
・
テ
ィ
ー
・
シ
ー
株
式
会
社
）
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
（
一
八
五
六
年
）
に
、
九

十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

（
参
考
：
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
）

▼

成
功
を
お
さ
め
た
大
谷
仁
兵
衛 

氏
が
、
自

分
の
出
身
地
で
あ
る
椋
川
の
学
校
の
荒
廃
が

激
し
く
、
新
築
の
必
要
が
あ
る
な
か
で
、
村

が
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
聞

き
、
学
校
建
設
費
用
の
寄
付
を
申
し
出
ま
し

た
。

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
十
二
月
、

現
在
の
椋
川
分
校
敷
地
に
完
成
し
た
校
舎

は
、
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
銅
板
ふ
き
耐
震
耐
火
構

造
で
、
普
通
教
室
の
ほ
か
、
特
別
室
・
裁
縫

室
・
応
接
室
・
事
務
室
・
図
書
室
・
会
議

室
・
雨
天
体
操
場
・
水
道
設
備
な
ど
を
備

え
、
こ
の
当
時
と
し
て
は
県
下
で
も
他
に
類

を
見
な
い
ほ
ど
の
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

　
　
　

（
参
考
：
「
広
報
た
か
し
ま
」
）

▼

大
谷
仁
兵
衛
氏
と
こ
の
分
教
場
建
築
の
こ

と
に
つ
い
て
、
澤
田
純
三
氏
が
『
区
誌
椋

川
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

『････

山
裾
に
学
校
が
建
っ
た
の
は
、
捨
七

が
十
歳
の
時
（
明
治
十
年
）
で
あ
っ
た
。
弟

の
身
で
行
く
末
を
案
じ
て
い
た
矢
先
に
、
学

ん
だ
「
無
学
而
不
成
（
ガ
ク
ナ
ク
シ
テ
ナ
ラ

ズ
）
」
の
一
語
は
、
脳
裏
に
深
く
染
み
こ
ん

で
い
っ
た
。

　

京
都
の
四
大
書
肆
（
し
ょ
し
）
に
数
え
ら

れ
た
大
谷
家
で
働
き
始
め
た
こ
ろ
、
故
郷
の

学
校
が
焼
け
た
り
教
員
が
来
な
い
な
ど
の
話

を
耳
に
し
て
、
歯
ぎ
し
り
を
し
た
に
違
い
な

い
。

　

大
谷
氏
が
東
京
の
業
界
に
雄
飛
す
る
こ
と

三
十
年
、
父
祖
の
地
に
報
恩
す
る
に
は
学
校

に
如
か
ず
と
、
椋
川
学
校
の
新
築
事
案
を
村

に
諮
っ
た
の
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
時
二
十
四
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
私
の
父

は
「
年
代
記
」
の
中
で
、
大
正
十
年
の
椋
川

区
の
移
ろ
い
を

「
学
校
狭
ク
シ
テ
増
築
ヲ
要
ス
ル
ト
ハ
数
年

前
ヨ
リ
言
イ
居
ル
所
ナ
ル
ガ　

金
員
ヲ
要
ス

ル
問
題
ト
テ
今
日
尚
其
侭
ナ
リ
キ
、
然
ル
ニ

此
度
大
谷
仁
兵
衛
氏
ノ
発
案
ニ
テ
小
谷
口
上

ノ
丘
ニ
新
築
セ
ヨ
費
用
ノ
大
部
分
ヲ
補
助
ス

ル
ト
ノ
申
出
ニ

　

当
区
民
相
談
シ
直
ニ
之
ニ
応
ジ
タ
リ
キ

　

初
メ
大
谷
氏
ハ
木
造
校
舎
ノ
計
画
ニ
テ

当
区
民
モ
亦
（
ま
た
）
之
レ
ガ
用
材
ヲ
集

ム
ル
ニ
意
ヲ
用
ヒ
タ
リ
、
然
ル
ニ
大
谷
氏
ノ

心
変
リ
テ
洋
館
建
ノ
校
舎
ノ
必
要
ヲ
説
カ
レ

（
略
）････

大
正
十
年
七
月
二
十
四
日
地
鎮

祭
ヲ
行
ヒ
直
チ
二
工
事
ニ
着
手
セ
ラ
レ
タ
リ

シリーズ⑤郷土高島の先人に学ぶ 郷
里
に
関
西
一
の
分
教
場
を
寄
付

　
　
　
　
『
大
谷
仁
兵
衛
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
会
）

校舎お別れ会　S53（『区誌 椋川』より）

大谷仁兵衛氏（『区誌 椋川』より）




